
 



肝肝炎炎ウウイイルルススにに感感染染すするる可可能能性性

肝炎ウイルスに感染する可可能能性性あありり
＝血液・体液が体内に入る可能性が高い行為・接触・共有

肝炎ウイルスに感染する可可能能性性ななしし
＝血液・体液が体内に入る可能性が低い行為・接触・共有

・粘膜を介して：性交渉
・肝炎の母親から：出産時に母子感染
・共有：ピアス、入れ墨針、ひげ剃り

脱毛器具、かみそり、歯ブラシ

・行為：会話、握手、会食
・接触：床、椅子、ドアノブ、つり革

汚染のない便座
・共有：食器、筆記用具、衣類

シャワー、浴室

日日常常生生活活 医医療療（（歯歯科科領領域域））

日日常常生生活活 医医療療（（歯歯科科領領域域））

・接触：診察券、財布、お金
雑誌、携帯電話

・共有：体温計、血圧計、聴診器

・手術や抜歯などの観血的処置
・針刺し事故（浸潤麻酔の際など）
・タービンなどの切削器具による血液

の飛沫

日常生活では、血液が付着している可能性があるものは、使使いい捨捨ててにしましょう
お互いに傷傷口口ははガガーーゼゼななどどでで覆覆いい、他の人と接触する機会を減らしましょう

この資材は熊本県歯科医師会 学術部、厚生労働省科学研究費補助金（肝炎等克服政策研究事業）「肝炎ウイルス検査受検率の
向上及び受診へ円滑につなげる方策の確立に資する研究班」によって作成されました。

無断複製・転載・配布行為を禁止します

肝肝炎炎ウウイイルルススのの感感染染はは標標準準予予防防策策でで防防止止ででききまますす

参考文献：厚生労働省「日常生活の場でウイルス感染の
伝播を防止するためのガイドライン」

このページをコピーしてお使いください

熊本県歯科医師会 診療情報提供書（肝疾患紹介用） 
 
紹介先医療機関名                  

担当医       科            先生御侍史 

 

年    月    日 

紹介元医療機関 所在地：              

名称：              

電話番号：              

医師氏名：           印 
 

フリガナ  
性別 男  ・  女 職業  

患者氏名  

生年月日 西暦 ・ 大正 ・ 昭和 ・ 平成  年 月 日  （  歳） 

住所  

電話番号  
 

紹介理由 
□B型肝炎（の疑い） □C型肝炎（の疑い）  

□肝機能障害 □その他（            ） 
 

その他  

 

備考) 検査結果（ある場合に記載） （検査日           ） 

B型肝炎   HBs抗原： 陽性 ・ 陰性 

C 型肝炎  HCV抗体： 陽性 ・ 陰性 

 



肝肝炎炎のの種種類類とと感感染染経経路路

HHBBワワククチチンンのの接接種種ススケケジジュューールル（（成成人人））

費費用用はは健健康康保保険険ででカカババーーさされれまませせんん
負担額の目安：合計3万円前後

接種前の血液検査
HBワクチン（3回）
接種後の血液検査

熊本県歯科医師国民健康保険組合からの
補助が受けられます！

詳しくは℡ 096-343-0419まで

0          1         2          3         4          5          6          7         8       月

33回回接種
することが重要

1回目 2回目 3回目

接接種種前前のの血血液液検検査査
HBs抗原（感染の確認）
HBs抗体（HBVに対する免疫）

接接種種後後のの血血液液検検査査
HBs抗体（10 mIU/mL
以上で免疫獲得）

分分類類 B型肝炎 C型肝炎 D型肝炎 A型肝炎 E型肝炎

感感染染様様式式 血液・母子感染 経口感染

潜潜伏伏期期間間 1～6か月 1～3か月 1～6か月 4週 5～6週

感感染染源源 血液
汚染された

魚介類

汚染されたブ
タ・イノシシ
の生レバー、
シカの生肉

感感染染後後のの転転帰帰
キャリアから慢性肝炎→肝硬変

→肝癌と進行

HBVと同時に
感染

日本ではまれ
慢性化しない

劇劇症症化化 あり まれ あり まれ
あり（妊婦に

多い）

ススククリリーーニニンンググ
検検査査

HBs抗原 HCV抗体 HDV抗体

確確定定診診断断 HBV DNA HCV RNA HDV RNA IgM HA抗体 IgA-HEV

予予防防
HBワクチン
HBsヒト免疫
グロブリン

なし HBワクチン
HAワクチン
ヒト免疫グロ

ブリン

HEワクチン
開発中

参考文献：日本肝臓学会編 肝臓専門医
テキスト改訂第2版 p.196-200

参考：日本肝臓学会ホームページ
B型肝炎ワクチンについて知ろう
http://www.jsh.or.jp/vaccine/
vaccine

抗抗HHIIVV薬薬配配置置病病院院・・抗抗HHIIVV薬薬
提提供供依依頼頼連連絡絡先先リリスストト

針針刺刺しし事事故故がが起起ここっったたらら

落ち着いて、迅速に医療機関を受診

直ちに傷口を大量の流水でよく洗浄

汚染源の感染症検査結果
（汚染源が分からない場合、すべて陽性として扱う） すべて陰性

経過観察

予防内服を検討汚染源のHCV RNAを
確認し、経過観察

非暴露者の
検査結果

HBs抗原（＋）
HBs抗体（－）

HBs抗原（－）
HBs抗体（＋）

経過観察

HBs抗原（－）
HBs抗体（－）

肝臓専門医を受診HBワクチン接種
HBsヒト免疫グロブリン投与

48時間できれば24時間以内に

状状態態：：HBV感染を防止できる
→HBV感染のリスクなし

状状態態：：HBV感染を防止できない
→HBV感染のリスクあり

状状態態：：HBVキャリア
→新たなHBV感染のリスクなし

参考文献：奥新和也ほか 医学のあゆみ
262 巻14 号 p.1251-1254

院長等の責任者へ報告
針刺し事故報告書を作成

HIV抗原抗体（＋）

HIV

HCV抗体（＋）

C型肝炎

HBs抗原（＋）

B型肝炎

https://www.pref.kumamoto
.jp/soshiki/30/4885.html

https://www.pref.kumamoto.jp/uploa
ded/attachment/255200.pdf

肝肝疾疾患患専専門門医医療療機機関関等等一一覧覧
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